
仙台赤十字病院・宮城県立がんセンター統合新病院の基本構想について

１ 基本構想の位置付け
仙台赤十字病院と県立がんセンターの統合による新病院

のコンセプトや病院整備の基本的な考え方のほか、診療科
や病床規模、医療機能など、新病院が担うべき役割や機能
等の方向性についてまとめたもの。

２ 運営形態
新病院の設置及び運営は日本赤十字社が行う。

３ 建設予定地 ※名取市から無償貸与（予定）
名取市植松入生 約４８，０００㎡

４ コンセプト
（１）救急車をすぐに受け入れる病院
（２）安心・安全な出産ができる病院
（３）最適ながん医療を提供する病院
（４）赤十字らしい病院

５ 医療機能
（１）救急医療 ：救急告示医療機関
（２）周産期医療 ：総合周産期母子医療センター
（３）がん医療 ：地域がん診療連携拠点病院

がんゲノム医療連携病院
（４）災害医療 ：地域災害拠点病院

ＤＭＡＴ指定医療機関
（５）新興感染症対応：協定指定医療機関
（６）地域医療 ：地域医療支援病院

紹介受診重点医療機関
（７）人材育成 ：臨床研修指定病院

６ 診療科
標榜診療科３５科

※このほか、総合診療科、ゲノム診療科、臨床遺伝科を設置予定

７ 病床規模
４００床程度（現時点での想定）
（内訳）一般 ３５９床

母体・胎児集中治療室（ＭＦＩＣＵ） ６床
新生児集中治療室（ＮＩＣＵ） ９床
新生児治療回復室（ＧＣＵ） １８床
集中治療室（ＩＣＵ）/高度治療室（ＨＣＵ） ８床

８ 職員数 ８５０名程度（現時点での想定）

９ 建物規模 延べ床面積２８，８００㎡と想定

10 スケジュール 開院は令和１２年度中を目途とする。

11 事業費 約３００億円

12 今後の予定
両病院の職員で構成される部門別のワーキンググループなどにより、

診療体制などの詳細な検討を行いながら、基本計画の策定に向けて、
関係者間の協議を進めていく。

＜標榜診療科＞
内科、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、血液内科、リウマ
チ・膠原病内科、腎臓内科、糖尿病・内分泌科、腫瘍内科、消化
器外科、呼吸器外科、乳腺外科、頭頸部外科、耳鼻咽喉科、泌尿
器科、病理診断科、放射線治療科、放射線診断科、整形外科、形
成外科、脳神経外科、神経内科、精神科、産科、婦人科、小児科、
小児科（新生児）、皮膚科、眼科、歯科口腔外科、麻酔科、救急
科、リハビリテーション科、緩和ケア内科、臨床検査科
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